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遊示
.i

ール
用と

-M l

ル
ド
ン
で
鋭
技
大
会
が
始
ま
っ
た
の
は

は
じ
め
の
一
歩

l

1
8
7
7
(明
治
日
)
年
で
し
た
。

テ
ニ
ス
史
を
調
べ
る
こ
と
は
、
テ
ニ
ス

日
本
へ
の
伝
来
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り

の
初
心
を
探
す
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

ま
す
が
、
�
 1
8
7
6
 (明
治
�
 
9
)
年
3
月
�
 

れ
ま
で
機
会
あ
る
ご
と
に

「ボ
�
 ル
」
や

4
日
に
発
行
さ
れ
た
ジ
ャ
パ

ン・

ウ
ィ
ー

ら
、
「
コ
�
 
ト
」
や
ら
、「

ク
リ
ー
・
メ
イ
ル
紙
の
記
事
に
よ

っ
て
、

キ
ー
ワ
ー
ド
を
変
え
て
探
し
て
き
ま
し
た

横
浜
ク
リ
ケ
ッ
ト

・
ク
ラ
ブ
の
グ
ラ
ウ
ン

が、

今
回
は

「
美
満
津
商
庖
」
を
中
心
に

ド
(
現

横
浜
公
姻
)
で
活
動
し
て
い
た

据
え
て
、
明
治
期
ス
ポ
ー
ツ
史
探
訪
を
試

ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
・
ク
ラ
ブ
の
存
在
を
確
認

み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

Q

関
紙
は
横
浜
で

歴
史
探
訪
先
で
の
会
い
た
い
人
は
、

美

発
行
さ
れ
て
い
た
英
字
紙
で
、
海
外
か
ら

満
浄
�
 痛
の
創
業
者

・
伊
東
卓
夫
で
す
。

の
情
報
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
の
政
治
や

江
戸
時
代
に
生
ま
れ
て
、
明
治
初
期
に
育
っ

経
済
の
動
向
、
そ
し
て
外
間
入
居
留
地
の

た
伊
東
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
ス
ポ
ー
ツ

生
活
情
報
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
し
た
。

と
の
関
わ
り
を
持
ち
、
連
動
�
 

一川
年

6
月
口
日
発
行
の
同
紙
に
は

「
べ
�
 
1
ス
」
、
「
ボ
�
 
l
ル
」、「
ロ
ン
テ
ニ
ス
」、

ン
ド
・
ク
ロ
ッ
ケ
�
 ・ク
ラ
ブ
(
�
 

C
C
)
と
し
て
本
格
的
に
活
動
を
始
め
た

そ
う
で
す
。

1
8
7
8
(明
治
�
 )
年
に
は
、

ポ
京

の
外
同
人
邸
宅
の
庭
で
も
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス

が
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
人

教
師
家
族
と
し
て

日
し
て
い
た
少
女
ク

ラ
ラ
・
ホ
イ
ッ
ト
ニ
1
の
日
記
に
は、

績

浜
と
と
も
に
、
草
原
の
芝
、
虎
ノ
門
、
そ

し
て
本
郷
の
来
京
大
学
構
内
で
テ
ニ
ス
を

し
た
こ
と
が
曾
い
で
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
の
場
合
も
邸
宅
の
庭
で
え
た
ち

と
遊
ん
だ
様
子
な
の
で
、
お
そ
ら
く
簡
易

学
の
ア
メ
リ
カ
人
教
師
ホ
�
 レ
ス・

ウ
ィ

な
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
・
セ

ッ
ト
を
使
っ

て
い

た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
ロ
ー

」
と
題
さ
れ
た
記

ン
テ
ニc

ス
と
い
う
羽
娘
突
き
に
似
た
戸
外

の
遊
び
が
日
本
人
社
会
の
日
に
入
る
機
会

が
増
え
て
い
た
こ
と
が
翁
え
ま
す
。

l

な
お
、
「
運
動
」、「ス
ポ
ー
ツ
」」
野
球
」
、

「庭
球
」
と
い
う
‘言
葉 U
が
折
通
に
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
る
の
は
明
治
犯
午
前
後
か
ら

で
す
�
 そ
れ
以
前
は
、
「
戸
外
遊
戯
一
と
か、

L
T
&
 

l

「
ロ
ウ
ン
・
テ
ニ
�
 
ス
」
な
ど
と
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

し
か
し
、
以
下
の
文
中
で
は

混
在
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。
引

用
も
、

現
代
文
に
直
し
て
あ
り
ま
す
。

zz 
l

ラ
ケ
ッ
ト
」
や
ら
、

ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
よ
り
先
に
亙
尽
の
学
校

で
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ス
ポ
ー
ツ

は
、
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
で
し
た
。
1
8
7
2

(明
治
5
)
年
、
第

一
大
学
区
第

一
世帯
中

ル
ソ
ン
が
生
徒
に
教
え
た
と
い
う
こ
と
で

す。
第

一
番
中
学
は
、
現
在
の
千
代
田

一ツ
橋
�
 
2
丁
目
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

道
路
を
隔
て
た
向
か
い
側、

現
在
の
神
田

錦
町
3
丁
目
に
移
転
し、

校
名
も
開
成
学

校
、
東
ぷ
開
成
学
校
と
改
称
さ
れ
ま
す
。

H
片
商
と
な
っ

E
E
S
( Z

42Hω

Z
 ECH

て
い
っ
た
か
。
ま
ず
は
明
治
初
期
ロ
ー
ン
テ

「円、
〉
巧
�
 
・ベ
巴
�
 

ニ
ス
か
ら
足
跡
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
場
所
は
横『

�
 

ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
の
日
本
伝
来

浜
の
外
国
人
居
留
地
内

コ

�

 

双

山
手
公
闘
〕
品

の
一
剛
で
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
で

「
ロ
ー
ン
テ
ニ

ス
」
が
社

こ
こ
で
プ
レ
イ
し
て
い
た
火
性
た
ち
が

交
ゲ
�
 ム
と
し
て
表
委
棋
・

発
売
さ
れ
た
の

中
心
に
な
っ
て
ク
ラ
ブ
を
組
織
し、� 

2
年

は
1
8
7
4
(明
治
7
)
年
、
ウ
�
 

後
に
は
レ
デ
ィ
ー
ス
・
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
・
ア

そ
し
て

1
8
7
7
(明
治
凶
)
年
に
は
東

京
大
学
(
旧
制
)
と
な
り
ま
す
が
、
外
凶

f
ン
プ

70 

Kuniko
テキストボックス
隔月《テニスジャーナル》誌2010年9月号（通巻538号）



l

織浜の外白人居留地、山手公閣のー函で活劃していたレテ唱イース・

ローンテニス・アンド ・ク口� yケ ・7ラプのコートと、豊富備する日本

人庭師たち。 同7ラブは時代の変還を経で、 現在も横浜イン� 17
ナショナル ・テニス ・コミュニティとして活働レている。また岡地に( .t

キ横浜山手 ・テニス発格記念館炉建でられ、 往時の服装やラケット、

写真が展示されているー写真鍋浜山手・テニス発神宮己念館所蔵一

イ
ギ
リ
ス
で

「
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
」
が
社

交
ゲ 

ム
と
し
て
#
案
・

発
売
さ
れ
た
の

は
1
8
7
4
(明
治
7
)
年
、
ウ
ィ
ン
プ

l

人
教
師
や
・凶凶学
先
で
ス
ポ
ー
ツ
経
験
の
あ


る
帰
国
教
師
が
多
く、

彼
ら
の
指
樽
を
受


け
て
、
陸
上
鍛
技
、

ボ 

ト
競
技
な
ど
が


盛
ん
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
き


宇
品
、
し
れ
~
。

い
っ
ぽ
う
、

丙
欧
の
体
育
を
場
入
す
る

た
め
に
文
部
省
が
開
設
し
た
体
総
伝
智
所

が、

東
京
の
一
ツ
橋
、
現
在
の
千
代
田
区

立
仲
間
一
橋
中
学
校
付
近
で
授
業
を
開
始

し
た
の
は
、 

1
8
7
9 
(明
治
問
)
年 
4

月
の
こ
と
で
し
た
。
幕
末
以
米
、
郎
隊
訓

練
と
し
て
の
体
操
は
席
入
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、

学
校
授
業
と
し
て
の
体
育
科
目
を

研
究
し
、
教
員
を
養
成
す
る
た
め
の
教
育

が
増
え
て
い
た
こ
と
が
癒
え
ま
す
。

道
路
を
隔
て
た
向
か
い
側
、
現
在
の
神
川

浜
の
外
国
人
目
印
同
地
内

コ
Z 
E
E円

ロ
ー
ン
テ
エ
ス
の
日
本
伝
来

含
ロ 
(現

山
手
公
園
)」
の
一凶
で
し
た 

H
-。回 

2
年

後
に
は
レ
デ
ィ
ー
ス
・
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
・
ア

機
関
が
設
世
き
れ
た
の
は
初
め
て
の
こ
と

で
す
。
伝
羽 

所
に
岡町
利
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ

人
教
師 

・ 

リ 

ラ
ン
ド
は
、

お
も

に
軽
体
操
や
体
h
H
測
定
法
、
阪
午
知
誠
な

ど
を
教
え
て
い
ま
す
。
ま
た
伝回目
所
で
は、

ポ

ル
は
消
耗
品
で

す
D

靴
屋
に
枠
内
文
し
た
り、

こ
こ
で
プ
レ
イ
し
て
い
た
女
性
た
ち
が

中
心
に
な
っ
て
ク
ラ
プ
を
組
織
し、

ト
や
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
な
ど
の
課
外
実

習
も
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。

伝
笥
所
開
設
と
同
じ
頃、

向同
学
先
の
ア


メ
リ
カ
で
汽
車
の
車
両
製
造
技
術
を
学
ぶ


か
た
わ
ら、

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
に
親
し
ん
で


帰
国m l
し
た
平
附
燃
が
、
勤
務
先
の
新
締
鉄


道
川
内
に
新
橋
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
倶
楽
部
を


G

結
成
し
ま
し
た
。
ボ
ー
ル
は
平
岡
が
持
ち

H

A
-

帰
っ
て
い
ま
し
た
が
、
パ
ッ
ト
は 

本
の

大
工
に
特
性
し
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
も
工
夫

l
l

し
て
仕
立
て
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
明
治


維
新
か
ら
凶
年
あ
ま
り
で
、

ま
だ
想
以
が


主
で
し
た
か
ら
、
さ
ぞ
や
目
立
っ
た
こ
と


H

で
し
ょ
、つ

平
間
は
仲
間
を
附
や
し
、
ア
メ
リ
カ
留


学
か
ら
の
偏
向
者
や
、
学
期
門
院
な
ど
の
学


生
た
ち
も
、
新
た
な
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク


ラ
プ
を
結
成
し
て
試
合
を
桁
な
え
る
よ
う


に
な
り
ま
す
。
 

日
付
に
関
し
て
は
当
初
、
ア
メ
リ
カ
か


ら
持
ち
帰
っ

た
も
の
や
、
川
側
、浜
か
ら
取


り
寄
せ
た
も
の
を
使
っ
て

い
ま
し
た
が
、


パ
ッ
ト
は
と
も
か
く
ボ
 

手
作
り
し
た

な
お
、
「連
動
」、
「
ス
ポ
ー
ツ
」
、「野
球
」
、

「
・
挺
球
」
と
い
、
つ 
-言
葉
が
普
通
に
佼
わ
れ

の
波
遺
徳
次
出
製
、
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
の
球

る
よ
う
に
な
る
の
は
明
治
幼
年
前
後
か
ら

で
す
。
そ
れ
以
前
は
、
「戸
外
遊
般
」

と
か、

り、

い
ろ
い
ろ
な
作

1
手

品

し
て
み
ま

し
た
が
、
す
ぐ
に
破
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

手
頃
な
価
絡
で
入
手
で
き
る
し
っ
か
り
し

た
ボ 

ル
の
制
述
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

同
じ
く
体
操
伝
潤
所
で
も
、
各
学
校
で

の
授
業
に
使
、つ
体
操
用
具
類
を
供
給
で
き

る
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
急
厳
に
な
っ

て

い
ま
し
た 

伝
習
所
で
は
、

木
工
臓
人
や

皮
事
加
工
輸
入
に
輸
入
運
動
具
の
見
本
を

示
し
て
問
産
運
動
具
の
製
造
を
依
頼
し
、

日
産
を
促
進
し
ま
す
。

国
産
品
の
奨
励
は
、
明
治
日
本
の
責
務


で
も
あ
り
ま
し
た
。
1
8
8
1
(明
治
日
)


年
に
は
、
上
野
公
園
で
第
二
川
内
国
勧
業


博
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
同
公
閣
内
の
教
育


博
物
館
に
は
教
育
用
品
が
特
別
展
示
さ
れ


ま
す
。
体
操
伝
習
所
か
ら
は
写
具
、

体
操


器
具
類
、
活
力
試
殿
様 
械
類
、
教
科
古
類


な
ど
と
と
も
に
、
戸
外
遊
戯
総
旧
公
類
が
出


円聞き
れ
ま
し
た
。


戸
外
遊
戯
熔
具
の
内
容
は、

ク
ロ

ツ

m l

ケ
1
、
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

Q

で
す
。
ク
ロ
ッ
ケ

lm共
は
神
凶
紺
屋
町

4
倒
と
打
球
様
2
本
は
紳
凶
美
土
代
町
の

M

森 

金
兵
衛
製
、
そ
し
て
ゴ
ム
製
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
は
米
関
製
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
だ
、
ロ
ー
ン
テ
ニ

ス
関
係
は
展
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

錦
町
3
丁
目
に
修
転
し、

校
名
も
開
成
学

校
、
嵐
・
米
関
成
学
校
と
改
称
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て 
1
8
7
7
(明
治
凶
)
年
に
は
東

京
大
学
(
旧
制
)
と
な
り
ま
す
が
、

外
凶

運
動
鳳
製
贋
亮
寮
の

草

分

け

代

体
操
伝
習
所
で
必
要
な
器
具

・
用
具
頬

の
製
造
を
現
場
の
職
人
に
指
示
し
て
い
た

の
は
、

ア
メ
リ
カ
人
教
師
リ 

ラ
ン
ド
の

通
訳
を
し
て
い
る
う
ち
に
自
身
も
体
験
を

教
え
る
立
場
に
な
っ
た
坪
井
玄
道
で
し
た
。

そ
し
て
坪
井
の
持
ち
こ
ん
だ
外
国口
聞
の

器
具
・
別
口
丹類
を
見
本
に
し
て
製
造
し
た

り
、
必
擦
な
場
合
は
他
の
機
人
に
依
頼
し

た
り
し
て
販
売
し
て
い
た
の
が
三
浦
亀
吉

で
す
。

ご
一浦
は
1
8
8
2
(明
治
日
)
年
、

神
田
の
神
保
町
に
体
操
器
械
運
動
兵
庖

・

測
成
堂
を
創
業
し
ま
す
。

制
成
堂
で
は、

創
業
前
後
に
ラ
ケ
ッ
ト


も
製
造
し
て
い
た
そ
う
で
す 

「
ラ
ケ
ッ


ト
は
初
め
、
平
板
を
ク
リ
抜
い
て
も
み
ま


し
た
。

跡
聞
を
曲
げ
て
も
み
た
り
し
て
ど
う


に
か
こ
、
つ
に
か
似
せ
た
形
を
作
り
、
そ
れ


に
竹
刀
蔽
や
弓
の
弦
を
張

っ
て
み
ま
し


た
」
と
い
う
苦
心
談
が
残
っ

て
い
ま
す
。


英
語
の
名
手
』
冠
せ
ら
れ
た
迩
動
共
で
は
何


が
何
だ
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
当
時
は
ラ


ケ
ッ
ト
を

「
ロ
ン
テ
ニ

ス
用
ラ
ケ
ァ
ト
芋


す
く
い
ざ
る
」
と
も
-ぎ
っ
て
い
た
と
か
。


一

体
操
伝
習
所
は 
1
8
8
6 
(明
治
問
)

年
に山崎
止
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
役
割
は
束

京
師
範
学
校
体
機
専
修
剥
に
引
き
継
が
れ 

le

71 
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ア

好

ス

ま
す
。

そ
し
て
高
等
師
範
学
校
、
東
京
高

等
師
範
学
校
と
改
称
し
な
が
ら
体
育

・ス

ポ
ー
ツ
の
形
成
に
寄
与
し、

現
在
の
筑
波

大
学
に
至
っ
て
い
ま
す
。
潤
腕
堂
は
弟
の

安
藤
品
川
次
郎
の
代
に
な
っ

て
か
ら
も
、
安

藤
商
脂
と
し
て
国
産
ラ
ケ
ッ
ト
の
製
造
販

売
な
ど
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。 

A
a

。

笑
満
津
商
市
出
も 
1
8
8
2 
(明
治
時 
)

年
の
創
業
で
す
。
創
業
者
の
伊
東
華
大
は

自
分
向
身
を
語
る
こ
と
が
少
な
い
の
で、

創
業
の
経
緯
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
大
正
期

に
刊
行
さ
れ
た
人
名
録
に
は
、
伊
東
が 

1
8
6
0
(万
延
元
)
年
6
月
生
ま
れ
で
、

祖
父
は
偶
者
だ
っ
た
こ
と
、

明
治
初
期
に

京
都
の
同
志
社
お
よ
ぴ
束
京
の
同
入
社
で

学
ん
だ
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
の
ち
に
伊
東
の
長
男

・
虎
夫
は
次
の

よ、
つ
に
語
っ
て
い
ま
す
。

「
;
・・・
・親
爺
が
点
都
の
同
志
社
を
中
建

で
や
め
ま
し
て
、

横
浜
に
米
岡
人
の
守
教

師
で
ジ
ョ
ン

・
パ
ラ
!
と
い
う
人
が
経
営

し
て
お
り
ま
し
た
学
校
が
あ
っ
た
の
で
あ

り
ま
す
が
、
そ
こ
に
在
学
し
て
勉
強
し
て

い
る
間
に
多
少
運
動
用
具
の
知
誌
を
得

た
。
そ
れ
が
動
機
で
運
動
具
を
始
め
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
私
は
想
像
す
る
の
で
ご
ざ

い
ま
す
:
:
:
」
(
『市
京
誕
動
H
K

製
近
聖
司

組
合
山
七 

1
9
3
6年
刊
よ
り 
)
O

膏

'じ

L.目

澗
股
堂
、
美
満
浄
商
庖
創
業
の
翌
年
に

は、

内
外
人
の
社
交
の
場
と
な
る
洋
風
建

築
の
鹿
嶋
加
が
落
成
し
ま
す
。
文
明
開

化
熱
が 
-Mま
る
な
か
で
、

F
-w-ス
ト
レ

ン
ジ
編
者

『。
C
H，
o
c。
河
の
〉
玄
問 
ω』 

(
1
8
8
3年
刊)、

坪
井
玄
道
・
問
中
盛

業
編
著

『戸
外
遊
厳
法
一
名
戸
外
運
動

法
』 
(1
8
8
5年
刊
)、

ド
村
泰
大
編
著

『酋
洋
戸
外
遊
戯
法
』 
(1
8
8
5
年
刊
)

な
ど
戸
外
遊
戯
の
紹
介
容
が
相
次
い
で
発

行
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ト
レ
ン
ジ
は
当
時
、
車
反
大
学
の
大

学
予
備
門
(
の
ち
の
第

一
高
等
学
校
)
で

英
語
を
教
え
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
人
教
師

で、

同
年
に
開
催
き
れ
た
東
京
大
学
・
大

学
予
備
門
合
同
遂
動
会

(
初
の
本山
知
的
な

陸
上
鍛
技
会
)
で
も
中
心
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

坪
井
の
共
著
省
・
田
中
は
、
体
操
伝
習

所
を
卒
業
後
に
そ
の
ま
ま
伝
智
所
の
教
員

に
な
っ

て
い
ま
す
。
下
村
必
大
は
、
埼
玉

県
で
近
代
製
糸
業
に
従
事
し
た
後
、
政
京

で
出
版
社
を
起
こ
し、

学
校
案
内
な
ど
の

編
集
を
し
て
い
ま
し
た
。

節
三
圏
内
一
旗

槽
舎
へ
の
出
品

新
情
ア

ス
レ
チ
ッ
ヲ
似
濃
紺
叫
の
平
同

が
、
ア
メ
リ
カ
の
ス
ポ
ル
デ
ィ
ン
グ
社
に

手
紙
を
甘
か
い
た
の
は
、 
1
8
8
6
(明
治

問
)
年
前
後
と
忠
わ
れ
ま
す
。
平
岡
は、

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
の
チ 
l
ム
亨
U
H
を
同
封

し
て
日
本
で
の
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
に
つ

い
て

実
情
を
説
明
し
、
川 
H
H
の
必
要
を
訴
え
て

い
た
こ
と
が 
1
8
8
8
(明
治
幻
)
年
7

月
日
日
の
シ
カ
ゴ
・
ト
リ
ピ
ュ 
l
ン
紙
に

掲
議
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
結
来
、

ス

ポ
ル
デ
ィ
ン
グ
社
か
ら
、

商
品
見
本
と
し

て、

当
時
の
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
朋
具

一
式
と

級
新
版
ル
1
ル
ブ
ッ
ク
が
送
ら
れ
て
き
た

そ
う
で
す
。

平
岡
は
ス
ポ
ル
デ
イ
ン
グ
社
に
直
接
注

文
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が、

直
後

の
1
8
8
7
(明
治
加
)
年
頃
に
鉄
道
局

を
退
秘
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
新
橋

ア
ス
レ
チ

ッ
ク
倶
楽
部
は
解
数
し
ま
す
。

や
が
て
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
の
舞
台
は
、
学
校

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
移
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

美
満
部
商
庖
が
創
業
し
た 
8
年
後
の 

1
8
9
0 
(明
治
お
)
年
、
伊
東
は
上
野

で
開
催
さ
れ
た
第
一三
凶
内
回
勧
業
博
覧
会

に
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
用
具
を
主
に
し
た
製
品

を
出
品
し
ま
し
た
。

「第
三
凶
内
問
勧
業
博
覧
会
出
品
目
録
」

の

「
東
京
市
宮
山
市

一
部
第

一
顕
」
に
伊
東
が

出
品
し
た
の
は
、
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
川
球、

ク
ロ 

y
ケ
l
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
、
ロ 
l
ン
テ

ニ
ス、

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

鉄
製
亜
鈴
、
一企

震 
(豆
を
一詰
め
た
袋
。
体
操
用
具
)
、
兵

式
体
操
銃 

(2
種
類
)、
兵
式
体
操
刷
ラ

ン
ド
セ
ル
で
す
。

な
お
、
出
品
目
録
に
は
「
神
田
区
猿
療

町
二
丁
目

伊
藤
卓
夫
」

と
記
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
正
し
く
は
「
伊
車
平
主

で
あ

る
こ
と
は
確
認
済
み
で
す。

当
初
、
ラ
ケ
ッ
ト
は

「
バ
ッ
ト
」
と
-
ば
れ
て
い
た

ほ
か
に
も
来
京
府
浅
草
区
の
寺
本
普
三

郎
か
ら

「
ロ
ン
テ
ニ
ス
パ
ッ
ト
教
育
体
操

熔」

が
出
品
さ
れ
て
い
ま
す
。「

ロ
ン
テ

ニ
ス
パ
ッ

ト
」
と
は

ロ
ー
ン
テ

ニ
ス
用

ラ
ケ
ッ
ト
の
こ
と
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
で
も

ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
初
期
に
は

「
パ
ッ
ト
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

注
目
す
べ
き
は
浅
草
区
の
土
谷
秀
立
ら

か
ら
出
品
さ
れ
て
い
る
ゴ
ム
製
品
で
す
。

パ
ッ
キ
ン
グ
、
自
転
車
用
ゴ
ム
製
品
な
ど

の
ほ
か
に
「
フ 
l
ト
ポ 
1
ル
」
が
出
回附
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
テ
ニ

ス
ボ 
l
ル
は
あ
り

ま
せ
ん
。

七
谷
ら
は
の
ち
に
三
岡
土
ゴ
ム

を
創
業
し
て
、

一
説
に

「明
治
お
年
、
三

回
土
ゴ
ム
が
国
産
テ
ニ
ス
ポ
l
ル
の
製
造

を
開
始
し
た
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

少
な
く
と
も
明
治
幻
年
時
覧
会
に
は
出
品

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 
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い
る
問
に
多
少
運
動
用
具
の
知
漁
を如
何

l
ル
ば
か
り
で
な

hh-札
~
r
H
'
h句
4
4
F
H軒
目

.

-a.，
.
R
-
m
 

結
集
を
し
て
い
ま
し
た
�
 
d

を
出
品
し
ま
し
た
。

「
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
円
相陣
」

の

「
東
点
府
第

一
滞
第
一
類
」
に
伊
東
が

出
品
し
た
の
は
、
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
別
減、

ク
ロ

ッ
ケ
l
、
ク
リ
ケ
�
 
y
ト
、
ロ
�
 l
ン
テ
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を
創
業
し
て
、

一
説
に
「
明
治
お
年
、

一二

l
ル
の
製
造

明治30年7月に創刊された� {運動

沼町 所 周賀 大 回全�  l界〉に掲縦された美満津商庖の
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た
。
そ
れ
が
動
機
で
巡
動
兵
を
始
め
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
私
は
想
像
す
る
の
で
ご
ざ

い
ま
す
:
:
:
」
2
東
京
連
動
具
劉
海
取
発
生

組
合
�
 
l
 

1
9
3
6年
利
よ
り
)。

他
の
資
料
か
ら
調
べ
て
み

も
、
引
ぶ
・

の
ゴ
ム
製
品
製
造
技
術
は
、
ま
だ
そ
の
段

階
に
到
達
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

ロ
ー
ン
テ
ニ

ス
専
用
ボ

く
、
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
に
も
使
、つ
こ
と
の
で

き
る
遊
戯
用
ゴ
ム
稼
も
ま
だ
輸
入
品
で
し

た
。な

お
、
伊
東
卓
大
出
品
の
体
操
用
具
は

褒
賞
を
受
け
ま
し
た
。
社
会
的
に
も
、
ス

ポ
ー
ツ
が
徐
々
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

第
三
国
肉
一
勧
寮

憎
舎
へ
の
出
品

新
橋
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
供
業
部
の
平
向

な
っ
て
い
る
と
ゴ
え
る
で
し
ょ
、っ
。

ス
ポ
ー
ツ
人
気
が
牽
り
、

《
運
動
界
》
が
発
刊
さ
れ
る

戸
外
遊
戯
は
学
校
体
育
に
取
り
入
れ
ら

れ、

学
生
や

‘
部
社
会
人
に
も
楽
し
ま
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
運
動
具

製
造
販
売
だ
け
で
は
経
営
が
成
り
立
ち
ま

せ
ん
で
し
た
。
伊
東
は
馬
具
の
製
造
を
し

て
い
た
と
い
う
伝
聞
も
あ
り
ま
す
が
、
運

動
兵
と
同
じ
く
教

育
聞
で
あ
る
理
化
学
線

機
、
博
物
標
本
の
製
造
販
売
に
も
従
事
し

て
い
ま
す
。
1
8
9
3
(明
治
部
)
年
に

は
動
物
傑
本
師
の
組
合
を
組
織
し
、
頭
取

悶
上
ゴ
ム
が
倒
産
テ
ニ
ス
ポ
�
 

を
開
始
し
た
」
と
守口
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

ば
れ
て
い
ま
し
た
0
 

1
8
9
5
(明
治
鎚
)
年
、
京
都
で
開

催
さ
れ
た
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で

も、

伊
東
が
出
品
し
た

「体
操
及
遊
戯
用

品
」
は
有
功
三
等
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、

褒
賞
証
に
記
峨
さ
れ
た
住
所
は

「東
京
市
本
郷
区
五
丁
目
」
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
当
時
は
帝
国
大
学

(
の
ち
に
東

京
帝
国
大
学
)
も
、

第

一
高
等
学
校
�
 (一

高
)
も、

本
郷
に
移
転
し
て
い
ま
す
。

帝
凶
大
学
の
筋
向
か
い
、

赤
門
の
前
に

庖
を
構
え
た
美
満
津
商
応
と、

両
校
と
の

側
係
は
密
で
し
た
。
当
時
の
一
・
河
野
球
部

は、

各
ク
ラ
ブ
や
各
校
と
の
対
戦
に
連
勝

"'.....・， ・ff!fL，守a. ・"11'.."・"
{運動界〉創刊号附録として挿まれた「向ヶ岡の十二勇」 の写真。向ヶ

岡は本郷弥生町の 高所在地。写っているのは、明治� 29年に検浜の

外国人チームに大勝 した一高野球忽のメンバ 。用具類はボール、パ

ット、そして繍手のマスクとミ� y卜のみが写っている。後列の中央が明治� 

27年� lこ「野疎H庭球Jの命名を発費した中馬庚。 前列左から2人目が

投手だった青井富雄男。青井は明治32年に 『ローンテニスjを著している

少
な
く
と
も
明
治
幻
年
博
覧
会
に
は
川
品

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
�
 
c

し
て
意
気
軒
昂
で
し
た
か
ら
、
ボ
ー
ル
や

パ
ッ
ト
の
品
質
、
強
度
に
つ
い
て
の
注
丈

も
厳
し
く
な
り
ま
す
。

東
京
で
は
敵
な
し
と
な

っ
た一

高
野
球

部
が
、
耕
浜
の
外
国
人
チ
�
 ム
と
対
戦
し

l

た
の
は

1
8
9
6
 (明
治
却
)
年
5
月
の

こ
と
で
す
。
野
球
で
は
初
め
て
の
国
際
試

合
で
一
腐
は
大
勝

(
却
対
 4
)
し、

野
球

ば
か
り
で
な
く
ス
ポ
ー
ツ
の
人
気
が

一
挙

に
高
ま
り
ま
し
た
。
野
球
の
則
共
に
つ
い

て
も
、

横
浜
外
国
人
使
用
の
も
の
を
参
考

に
し
、
そ
れ
ま
で
は
捕
手
だ
け
が
使
っ

て

い
た
ミ

ッ
ト
を
、

投
手
も
使
、
つ
よ
う
に
な

り
ま
す
。

1
8
9
7
(明
治
初
)
年
7
月
に
は
、

初
の
ス
ポ
ー
ツ
誌

〈運
動
界
》
が
創
刊
さ

れ
ま
し
た
。
伊
東
卓
夫
も
幹
事
に
な
り
、

発
行
支
社
が
美
満
泳
商
府
に
置
か
れ
ま

t毘

.~... .........•.•.• 

a・・・・� ・・・・・・・・・・・・・a

{蓬動界.) iTJ刊号に渇般された美諸問� 

i寧商底の売り出し広告。今風に奮う

ならば 「在庫一婦、新製品準備中J
という意味が丁寧に.かれている

卜 の ケ 向

回・
:
・
美
浦
倖
商
腐
�
 

車
滞
市
本
‘
砥
本
町
五
丁
目
:
ー
件
直
則
高
官

4
開
 

側
鰍
競
い
何
製
造
原
資

美
浦
樟
商
底

す
。
心刊
祥
賛
助
貝
に
は
泌
納
治
五
郎
や
目

白

壁
品

、師
事
玄
道
な
ど
当
時
の
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
界
の
大
御
所
た
ち
の
名
前
が
並

ん
で
い
ま
す
が
、

お
も
な
寄
稿
者
は
点
京

帝
箇
大
学
�
 (現
東
京
大
学
)、
高
等
師
範

学
校
な
ど
の
学
生
ま
た
は
卒
業
生
た
ち
で

し
た
。

庭
球
に
つ
い
て
も
、

塑
1
 

8
(明

治
幻
)
年
に
高
等
師
範
学
校
と
“
等
商
業

学
校
�
 (現

一
機
大
学
)

の
聞
で
行
な
わ

れ
た
初
め
て
の
対
校
試
合
の
様
チ
ゃ、

庭
�
 

1'1..圃
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Am
 

E l

i

球
の
解
説
記
恨
な
ど
が

《運
動
界
》
誌
に

掲
載
き
れ
て
い
ま
す。

《
述
動
田
作
》
誌
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た

ち
は
よ
う
や
く
明
治
初
年
代
前
半
の
ス

ポ
ー
ツ
事
情
や
、
小
怖
か
ら
鹿
児
島
ま
で

全
岡
に
広
が
っ
て
い
た
美
満
点
商
広
の
販

売
網
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

れ~
。

糞
満
海
商
庖
が

古 

f
v「ロ 

ン
テ
=
ス
」
を
出
版

《
運
動
界
》
は
約

3
竿
後
の 
1
9
0
0 

(明
治
お 
)
年
4
月
に
終
刊
を
迎
え
ま
す

が、
 

満
法
摘
出
か
ら
は 

8
9
9
(川

l
治
犯
)
年
に

『
ロ
ー
ン
テ
ニ

ス
』
が
出
版

さ
れ
て
い
ま
す
。

著
者
の
菅
井
鍬
努

(
ま
た
は
「
銭
」
は、

誠一
以
の
外
国
人
チ 
1
ム
に
大
勝
し
た

一
向

チ 

ム
の
ピ

ッ
チ
ャ
ー
で
、

執
筆
当
時
は

東
京
帝
同
大
学
の
争
生
で
し
た
。

l

『
ロ
ー
ン
テ
ニ

ス
」
の
巻
ぷ
に
付
さ
れ

た
美
満
滞
商
応
の
広
伶
に
は
、
舶
来
円
聞
と

和
製
の
商
口
聞
が
列
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
当

然
な
が
ら
野
球
川
口聞
は
米
国
製
で
す
が、

庭
球
用
品
の
中
に
は
英
国
製
が
含
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
美
満
浄
磁
庖
は
す
で
に
ア
メ

リ
カ
、

イ
ギ
リ
ス
と
の
輸
入
ル
1
ト
を
使

い
分
け
て

い
た
よ
う
で
す
。
テ
ニ

ス
ボ 

ル
に
附
し
て
は
、

薄
い
布
で
カ
バ
ー
さ
れ

た
ゴ
ム
球
も
含
め
て
、

繍
入
口聞
の
ほ
か
に

和
製
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

青

井
も
書

い
て
い
る
よ
う
に
、
通
常
は
カ

バ
ー
さ
れ
て
い
な
い
ゴ
ム
球
を
使
用
し
て

い
ま
し
た
。

V
M井
の

『
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
』
に
前
後
し

て
、
ほ
か
に
も
テ
ニ

ス
紹
介 

が
州
版
さ

l
れ
ま
す
。
私
立
学
校
、
大
学
で
も
縫
球
が


盛
ん
に
な
り
、
対
校
試
合
の
た
め
に
共
通


ル 

ル
が
取
り
決
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り


ま
し
た
。
明
治
お
年
頃
か
ら
は
慶
階
義
絶


大
学
、
早
稲
田
大
学
な
ど
で
も
庭
球
部
が


前
動
を
始
め
ま
す
。

S

明治37年頃の美満  j章商 明治 37年頃の美満 i準高庖
底繍本部 ・楽器邸の庖鏑白 体深部の庖舗。東京帝国大
体換部と並んで E重っていた 学の赤門前に所在していた

大
阪
開
催
、

寮
博
覧
会 

で
の
製
嘗

1
9
0
3 
(明
治
犯
)
年、

大
阪
で
開

催
さ
れ
た
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
は
艇

侠
が
掛川蹴
的
に
増
大
し、

倶
楽
性
の
尚
い

ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
が
さ
ら
に
話
題
を
広
げ

ま
し
た
。
美
満
津
商
広
か
ら
教
育
館
に
出

品
さ
れ
た
ロ
ー
ン

テ
ニ

ス
刷用
ラ
ケ

ッ
ト、

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
、

大
脳
模
型
は

一
等
賞
、

人
体
侠
型
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
用
具、

ク
ロ

ツ

ケ 

用
具
は
二
等
賞
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

ロ
ー
ン
テ
ニ

ス
用
口封
、
女
性
人
体
解
剖
模

型
、
人
体
骨
格
模
型
は
三
等
賞
を
受
け
ま

l



「ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
」
を
出
版

《巡
動
界
》
は
約 
3
年
後
の
1
9
0
0

(
明
治
犯
)
年 
4
月
に
終
刊
を
迎
え
ま
す

が、

長
満
治
市
間
作
伯
か
ら
は
1
8
9
9
(明

す
さ
ら
に
袋
三小
会
場
で
は
天
弘
、
皇
府
、

両
陛
下
よ
り
展
示
品
に
つ

い
て
の
質
問
を

受
け
、
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
、
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス

H

用
具
が
宮
内
省
買
上
げ
と
な
り
ま
し
た。

翌
年
、
来
構
津
商
応
は
顧
客
へ
の
感
謝
を

こ
め
て

『美
浦
沖
蕗
席
総
目
録
』
を
発
行

し
ま
す
。
目
録
は
印
刷
も
商
品
構
成
も
充

実
し
て
い
て
、
海
外
輪山山
も
始
ま
っ
て
い

る
桜
子
が
印刷わ
れ
ま
す
。 

1
9
0
4
(明
治
幻
)
年
以
降
は
、
巡

動日
付尚
の
同
業
組
合
や
、

理
化
学
捺
械
、

博
物
標
本
を
合
む
教
育
用
品
同
罪
組
合
を

結
成
す
る
動
き
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

長
続
き
し
て
い
ま
せ
ん
。
時
期
尚
早
だ

っ

た
の
で
し
ょ
、っ
か。

ベ
ー

ス
ボ
ー
ル

用
具
に
関
し
て
は
、
  

1
9
0
5 
(明
治
犯
)
年
に
ア
メ
リ
カ
に


遠
征
し
た
早
稲
田
大
学
野
球
部
が
本
場
の


知
織
と
則
兵
を
持
ち
帰
っ

て
か
ら
、
飛
腕


的
に
進
歩
し
ま
し
た
。


東
洋
一
を
跨
っ
た


鍵
満
漕
商
庖
の
睦


明
治
初
年
代
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
に

な
っ
て
い
く
様
子
は
、
美
満
は
商
府
発
行

の
出
版
物
や
商
品
目
録
に
も
反
映
さ
れ
て

い
ま
す
。
凶
会
凶
偉
館
の
所
蔵
目
録
や
美

満
沖
潟
市柏
の
広
血 
か
ら
タ
イ
ト
ル
を
抜
き

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ぜ
大
脳
出
明
射
は 
4

悠

庭
球
用
品
の
中
に
は
英
凶
製
が
含
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
美
満
津
商
腐
は
す
で
に
ア
メ

リ
カ
、

イ
ギ
リ
ス
と
の
輸
入
ル 

ト
を
使

い
分
け
て
い
た
よ
う
で
す
。
テ
ニ

ス
ポ 

盛
ん
に
な
り
、
対
杉 
U
A
口の
た
ぬ
に
共
遇

然
な
が
ら
野
球
川
仏
は
米
凶
製
で
す
が
、

州
し
て
、

出
版
年
度
順
に
並
べ
て
み
ま

し
ょ、ヮ
。

ロ
ー
ン
テ
ニ

ス
』 

1
8
9
9
(明
治
犯
)
年
刊

『野
球
年
一
報
発
行
ノ
旨
意
』 

1
9
0
1
(明
治
制
)
年
刊

『
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
』 

1
9
0
1
(明
治
制 
)
年
刊

『学
校
用
ホ
ッ
ケ
ー
』 

1
9
0
1
(明
治
制
)
年
間

l

『野
球
年
報
・第
1
号
』 

1
9
0
2
(明
治
お
)
午
刊

『ピ
ン
ポ
ン
』l

1
9
0
2
(明
治
お
)
年
刊

l

実

卯
之
主 

(
一
高
野
球
試
合
の
記
録
写

点
集
)
1
9
0
3
(明
治
犯 
)
年
刊

『
フ 

ト
ポ 

ル
』 

l

1
9
0
3
(明
治
犯
)
年
刊

l

『体
燥
機
械
設
計
凶
解
』 

1
9
0
3
(
明
治
犯
)
年
刊


『
エ
キ
セ
ル
サ
イ
ザ 

』
 

1
9
0
3
(明
治
犯
)
年
頃
刊

『美
浦
津
磁
応
縫
目
録
』 

1
9
0
4
(明
治
釘 
)
年
刊

j-

『魔
球
術
』

1
9
0
4
(明
治
幻
)
年
刊

最
新
庭
琢
術
』 

1
9
1
2
(大
正
元
)
年
刊

ル 

ル
が
取
り
決
め
ら
れ
る
よ
つ
に
な
り

ま
し
た
。
明
治
お
年
同
明
か
ら
は
腹
痛
惜
義
塾

大
学
、
早
稲
田
大
学
な
ど
で
も
庭
球
部
が

活
動
を
始
め
ま
す
。

『野
球
年
報
・
第 

号
』 

1
9
1
5
(大
正 
4
)
年
刊

「美
満
治
商
庖
懐
中
用
定
償
表
』 

1
9
1
5
(大
正 
4
)
年
刊

『正 

イ
ン
ド
ア
1
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
規
定
』

1
9
1
9
(大
正
8
)
年
刊

『美
満
博
商
庖
カ
タ
ロ
グ
』 

1
9
2
1
(よ
正
刊
)
年
刊

『綬
新
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
術
』 

1
9
2
4
(大
正
口
)
年
刊

『点
・様
術
一民
 

04

0

司
円
。
三
ミ 
℃
5

8
ロ
問
』 

1
9
2
4
(大
正
日
)
年
刊

『最
新
ヴ
ァ
レ 

ボ
1
ル
術
』 

1
9
2
4
(大
正
日
)
年
刊

『ク
ロ

ッ
ケ 

』

1
9
2
6
(大
正
日 
)
年
刊

「ヂ
ム
ネ
ジ
ャ
ム
と
プ
レ
ヰ
グ
ラ
ン
ド
用

体
育
巡
勤
務
械
際
共
』 

1
9
2
8
(
附
和 
3
)
年
刊

lそ
の
う
ち
の
何
点
か
は
、

版
を
量
一ね

て
い
ま
す
。

た
と
え
ば

『ピ
ン
ポ
ン
』
は 

1
9
0
2

l(明
治
お 
)
年
日
月
に
初
版

l M

が
、
そ
し
て 
1
9
1
8 
(大
正
7
)
年
6

月
に

4
版
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
出納
言
に

は

「有
名
な
る
体
操
の
大
家
坪
井
玄
道
先

生
の
洋
行
士
産
」
と
し
て
坪
井
が
持
ち
帰

り、

坪
井
の
命
を
受
け
て
美
満
冷
商
庖
で

製
作
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
書
い
て
あ
り

人
体
模
裂
、

ク
リ
ケ
ッ
ト
用 
封、

ク
ロ
ツ

ケ
1
用
兵
は
一
等
賞
、
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
、

ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
用
具
、
女
性
人
体
解
剖
模

型
、
人
体
骨
格
模
型
は
三
等
貨
を
受
け
ま

ま
す
。

当
時
、
東
京
高
等
師
範
学
校
兼
任
女
子

高
等
師
範
学
校
(
現
お
茶
の
水
火
子
大

学
)
教
授
だ
っ
た
坪
井
は
、
体
操
研
究
の

た
め
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
に

1
年
間
留
学
し、
 

1
9
0
2 
(明
治
お
)

年
6
月
時
日
に
米
国
経
由
で
帰
国
し
た
ば

か
り
で
し
た
。
つ
ま
り
、

帰
国
後
半
年
も

し
な
い
う
ち
に
製
品
化
さ
れ
、
解
説
舎
が

出
版
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

美
満
津
商
応
の
商
品
回
録 
3
点
は
窓
兵


イ
ラ
ス
ト
が
金
広
で
、当
時
の
運
動
用
品、



ひ
い
て
は
ス
ポ
ー
ツ
の
内
容
を
把
援
で


き
る
資
料
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

1
9
0
4
 

(明
治
幻 
)
年
版
で
は
製
造
工
場
の
様
子


ゃ、
 

1
9
1
5
(大
正 
4
)
年
版
で
は
、


海
外
に
も
出
品
し
て
北
米
セ
ン
ト
ル
イ
ス


世
界
大
博
監
会
金
賞
牌
な
ど
を
受
賞
し
て


い
る
総
子
、 

1
9
2
1 
(大
正
凶
)
年
版


で
は

「台
湾
、
勝
太
、

朝
鮮
、
満
州
」
が


販
売
闘
に
入
っ
て
い
る
様

を
知
る
こ
と


が
で
き
ま
し
た
。


一棟
並
ぶ
社
屋
も
、
一

棟
は
三
階
建
て


に
な
り
、
東
洋

一
の
ス
ポ
ー
ツ
用
品
庖
を


誇
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。


溝
溜
商
唐
の
そ
の
後

大
正
期
に
入
っ

て
か
ら
の
体
育

・
ス

ポ
ー
ツ
は
名
称
多
様
に
な
り
ま
す
。
運
動 

-
R

u

75 



量

蝿

浦

湾

・

ロ

』 

筆
者
は
何
度
か

「
本
郷
区
本
郷
五
丁
目

十
番
地
」

(現

で
、
そ
の
後
の
条
満
津
商
庖
と
伊
東
品
川

具
に
つ

い
て
も
販
売
と
製
造
の
分
業
が
進

み、

愉
入
ば
か
り
で
な
く
輸
出
も
様
ん
に

行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
合
名

会
社
と
な

っ
た
美
満
津
樹
脂
代
表
社
員

(経
営
責
任
者
)
伊
東
内
十
夫
は、

東
京
商

ら
l

業
会
議
所
議
員
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。 

1
9
2
1 
(大
正
叩
)
年
5
月
に
は
東

京
運
動
具
製
造
販
売
業
組
合
が
発
会
し

夫

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
独
立
す
る
組
合
口

氏
ご
家
族
に
つ
い
て
の
消
息
が
わ
か
り
ま

T
H

は
、
計
叩
名
で
す
。
伊
東
は
組
合
長
に
推

せ
ん
。

さ
れ
ま
し
た
が
同
辞
し、

顧
問
と
し
て

組
合
の
発
展
に
照
ミ
し
ま
し
た
。
し
か
し
、 

文
京
区
本
務
5
丁
目
お
番

J

1
9
2
7
(昭
和
2
)
年
に
は
顧
問
も
辞

地
辺
)
付
近
を
探
し
ま
し
た
が
、

手
が
か

し
ま
す。

 

り
を
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
資
料
と
し

1
9
3
4
(昭
和
9
)
年
、
満
刀
成
の

て
も、

 

1
9
6
4
(
明
和
泊
)
年
比
丹
、

伊
来
卓
夫
は
評
議
口
を
引
き
受
け
て
い
ま

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
停
に
発
行
さ
れ
た

し
た
が
、

病
気
の
た
め
、 

2
月
は
日
に
永

一周
年
記
念
本
郷
五 

町
会
誌
』
に

眠
し
ま
し
た
。

掲
載
さ
れ
た
次
の
よ
う
な
思
い
出
話
が
得

言
-
室
、 

帥
F
4
C、 b

d曲
噌 

主
hF
F

Z 

・ 

ス
ラ
ケ
ッ
ト

T
-
-

ア

ス

牢

4
問 

-柏司
、
， 

z
z 

-E-Z

↓ 

n
R
m

好
望

μ
・・ 

ピオン・

から

ーのだ。

奇
Z
E
---岡

田 

心

長
男
の
伊
東
虎
夫
氏
が
継
い
で
か

美
満
滞
商
庖
は
株
式
会
社
に
な
っ
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
太
平
洋
戦
争
後
に

な
る
と
、 

1
9
4
8 
(附
和
お
)
年
に
発

行
さ
れ
た

京
京
紳
士
註

に
「
伊
東
虎

夫
(
株
)
美
満
津
商
脂
代
表
、
文
京
区
本

郷
五
ノ

一 
O

同
社
」
と
あ
る
ば
か
り

かつて美満津高  l苫が所在し 年 時 代の

ていた付近の現況。前の道 写真を探した

路は神田から飛鳥山方面へ が、見つけら

向かう本郷通り。今も学生 れなかった

たちで Eわっでいるが、本郷

界隈が明治糊スポーツゆか

りの地紙であったことを知る

人は少ないだろう

WR L..ー

Y-

『美潤i輩商/6懐中用定慣表  J(1915年干11)に

掲載されている美浦津製ローンテニスラケット

「ゴールドメダル号  j。ロンドンで発見された同

系統のラケットが、現在、償浜山手・テニス発

祥Be念館に展示されている

~年の伊東卓

夫肖像写真.

[おもな移考文献]

玉湾敬三・鋼『東京運動具 S直通販売.組合史 J(1936、同組合。 1989年復刻)

佐山和夫・奮 f明治五年のプレーポール J(2002、NHK出版)

取正事・著 『機浜山手公園物商 J(2004、有陽新・}

「
:
:
:
次
に
戎
々
の
忘
れ
る
こ
と
の
出

米
な
い
東
洋

一
を
詩
る
運
動
具
府

「
美
満

添
」
は
、
今
の
銀
符
会
館
か
ら
朱
実
市
川
ま

で
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
て
、
広
主
伊
東

車
夫
氏
は
今
か
ら
冗
卜
年
前
ア
メ
リ
カ
の

セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
同
博
覧
会
に
出
品
し
、

賞
杯
を
獲
得
し
て
各
国
に
驚
異
の
版
を
見

晴
ら
し
た
程
で
、
い
わ
ば
国
家
に
貢
献
し

た
方
と
申
せ
ま
し
ょ
う
。
明
治
四
十
年
頃

の

「
東
京
名
所
国
会
」

に
は
体
操
器
械
庖

ら
れ
た
の
み
で
す
。

「
美
浦
沖
」

と
山
て
居
り
:
:
:
」 

(後
銭
安

平

「
本
郷
五
丁
目
周
辺
史
」
よ
り
) 

長
く
な
り
ま
し
た
が
、
明
治
の
文
明
開

化
期
に
巡
動 

(体
育
・
ス
ポ
ー
ツ 
)
に

同
し
、
運
動
具
製
造
販
売
業
の
基
礎
を
確

立
し
た

「伊
東
車
夫
と
美
満
滞
申閥
的
」
の

記
憶
を
残
し
た
い
一
心
で
探
訪
記
を
沓

き
進
め
ま
し
た
。
こ
の
拙
文
が
仲
立
ち
と

な
っ
て
、
伊
東
氏
ご
家
族
に
つ

い
て
の
新

た
な
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
切
望

し
て
い
ま
す
。




